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市
政
懇
談
会
を
開
催
中

吉
野
川
市
で
は
、
市
民
本
位
の

市
政
運
営
を
行
う
た
め
、
市
の
あ

り
方
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

考
え
、
行
政
と
市
民
が
率
直
に
話

し
あ
え
る
場
と
し
て
吉
野
川
市
市

政
懇
談
会
を
小
学
校
区
ご
と
に
順

次
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
１
月
２０
日
�
午
後
６

時
３０
分
か
ら
川
島
小
学
校
区
の
住

民
の
方
を
対
象
に
川
島
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
、
市
政
懇
談
会
の

内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

当
日
、
市
か
ら
は
、
川
真
田
市

長
を
は
じ
め
１５
人
の
職
員
が
出
席

し
、
会
場
に
集
ま
っ
た
約
７０
人
の

住
民
の
方
と
市
政
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

●
参
加
者

今
後
、
吉
野
町
の
ゴ
ミ
焼
却
施

設
が
完
成
し
た
ら
、
す
べ
て
吉
野

町
に
持
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

か
。

◆
市
民
部
長

現
在
、
西
環
境
セ
ン
タ
ー
が
収

集
し
た
川
島
、
山
川
、
美
郷
の
ゴ

ミ
は
、
川
島
の
焼
却
場
で
処
理
し

て
い
ま
す
。
こ
の
分
に
つ
い
て
は
、

吉
野
町
に
建
設
中
の
中
央
広
域
環

境
施
設
組
合
（
吉
野
川
市
、
板
野

町
、
上
板
町
、
吉
野
町
、
土
成
町
、

市
場
町
、
阿
波
町
の
１
市
６
町
で

構
成
）
の
焼
却
炉
で
７
月
か
ら
処

理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
収
集
方
法
、

分
別
方
法
な
ど
が
大
き
く
変
わ
る

た
め
、
新
し
い
ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
６
月
こ
ろ
に
お
配
り
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
鴨
島
の
ゴ
ミ
は
、
鴨
島

環
境
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま

す
。
こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
１９
年
度
ま
で
稼
働
さ
せ
る
予
定

で
す
。

●
参
加
者

吉
野
川
市
に
な
っ
て
か
ら
、
川

島
町
で
は
粗
大
ゴ
ミ
が
持
ち
込
み

と
な
っ
た
。
合
併
前
の
よ
う
に
収

集
し
て
く
れ
な
い
か
。

◆
市
民
部
長

合
併
後
、
川
島
町
の
皆
さ
ま
に

は
、
粗
大
ゴ
ミ
に
つ
い
て
、
持
ち

込
み
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
町
村
で
粗
大
ゴ
ミ
を
有
料

化
し
ゴ
ミ
の
減
量
を
計
画
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
吉
野
川
市
に
は
、

か
な
り
の
量
の
ゴ
ミ
が
市
外
か
ら

持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
粗

大
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
整
理
券
を

発
行
し
て
自
己
搬
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
７０
歳
以
上
の
方
や
身

体
障
害
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
西

環
境
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
３
月
、
６
月
、
９
月
、

１２
月
に
、
各
ご
家
庭
ま
で
収
集
に

い
く
予
定
で
す
。

●
参
加
者

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
が
一

般
財
源
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
教
育
に
格
差
が
で
き
な
い
よ

う
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

◆
教
育
次
長

市
町
村
立
の
義
務
教
育
諸
学
校

の
教
職
員
の
給
与
は
国
と
県
が
２

分
の
１
ず
つ
負
担
し
て
い
ま
す
。

こ
の
国
が
負
担
し
て
い
る
費
用
が

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
で
、
今

回
こ
の
う
ち
の
一
部
が
一
般
財
源

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
は
、
一
般
財
源
化

さ
れ
た
分
に
つ
い
て
、
特
例
交
付

金
で
補
助
さ
れ
ま
す
の
で
影
響
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

今
秋
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申

に
よ
り
方
針
が
決
定
す
る
た
め
、

現
時
点
で
は
ど
う
な
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。

教
育
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に

は
財
源
が
必
要
で
、
減
っ
た
財
源

に
つ
い
て
は
、
県
と
と
も
に
国
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
参
加
者

平
成
１８
年
度
か
ら
県
立
川
島
高

等
学
校
に
併
設
し
て
県
立
中
学
校

が
開
校
し
、
４０
人
の
ク
ラ
ス
が
２

ク
ラ
ス
設
置
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
。

◆
教
育
次
長

併
設
型
の
中
高
一
貫
教
育
校
と

は
、
高
校
入
学
者
選
抜
を
行
わ
ず

に
中
学
校
と
高
等
学
校
を
接
続
す

る
形
態
の
も
の
で
す
。

中
学
校
の
入
学
に
つ
い
て
は
、

選
抜
制
（
試
験
）
で
選
ん
で
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
定
員
は
８０
人

で
、
通
学
区
域
が
徳
島
全
県
区
の

た
め
、
吉
野
川
市
内
か
ら
何
人
が

入
学
で
き
る
か
今
の
段
階
で
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
参
加
者

最
近
の
新
聞
紙
上
で
は
、
大
企

業
が
あ
る
鳴
門
市
や
阿
南
市
、
小

松
島
市
な
ど
も
非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
最
近
の
吉
野
川
市
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
。

◆
企
画
財
政
部
長

合
併
特
例
債
や
特
別
交
付
金
な

ど
を
勘
案
し
て
平
成
１７
年
度
の
予

算
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。
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合
併
し
な
け
れ
ば
、
予
算
組
み

も
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
参
加
者

神
後
地
区
で
実
施
し
て
い
る
健

康
相
談
は
、
血
圧
測
定
と
検
尿
し

か
な
い
た
め
参
加
人
数
が
非
常
に

少
な
い
。
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

◆
健
康
福
祉
部
長

合
併
前
か
ら
健
康
相
談
は
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ご
意
見
の
よ
う
に

参
加
者
が
少
な
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
今
後
担
当
課
と
協
議
し
、
内

容
の
充
実
し
た
健
康
相
談
を
実
施

し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
参
加
者

川
島
町
の
住
民
は
、
市
場
の
火

葬
場
を
利
用
し
て
い
る
。
市
内
に

は
鴨
島
町
に
斎
場
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
利
用
料
が
違
う
。
同
じ
利

用
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
ら

な
い
か
。

◆
市
民
部
長

火
葬
場
の
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
現
在
調
整
し
て
い
る
最
中
で

す
。
市
場
町
に
あ
る
火
葬
場
に
つ

い
て
は
、
阿
波
市
の
誕
生
後
に
枠

組
み
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
鴨
島
の
斎
場
に
つ
き
ま

し
て
は
、
合
併
前
の
鴨
島
町
の
と

き
に
吉
野
町
、
土
成
町
、
上
板
町

の
３
町
と
建
設
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
協
定
を
締
結
し
、

平
成
１５
年
度
か
ら
１０
年
間
の
債
務

負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
新
た
に
誕
生
す
る
阿
波

市
と
の
調
整
の
中
で
、
利
用
料
金

の
矛
盾
の
解
消
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
し
ば
ら
く
お
時
間
を

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

●
参
加
者

あ
と
３０
年
も
す
れ
ば
、
南
海
・

東
南
海
地
震
が
起
こ
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。
吉
野
川
市
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

◆
助
役

防
災
対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、

南
海
・
東
南
海
地
震
が
起
こ
る
確

立
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

市
と
し
て
も
対
策
を
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。

台
風
２３
号
の
被
害
を
整
理
し
、

記
憶
の
新
し
い
う
ち
に
ま
と
め
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
強
力
な
体
制
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
参
加
者

経
費
節
減
の
た
め
に
合
併
し
た

と
思
う
が
、
職
員
数
の
削
減
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

◆
助
役
・
総
務
部
長

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

議
の
中
で
も
議
論
さ
れ
、
３
人
の

退
職
者
に
対
し
２
人
を
採
用
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
の
三
位
一
体
の
改

革
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
財
政
状
況

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
方
式
で

は
非
常
に
難
し
い
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。
職
員
定
員
適
正
化
計
画

を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
も

う
少
し
踏
み
こ
ん
だ
方
向
で
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
参
加
者

台
風
２３
号
の
豪
雨
に
よ
り
、
川

島
町
内
で
も
多
く
の
道
路
が
冠
水

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。

◆
建
設
部
長

昨
年
の
台
風
２３
号
は
記
録
的
な

雨
量
で
し
た
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
規
模
の
台

風
対
策
と
し
て
、
�
村
川
の
排
水

機
場
の
排
水
ポ
ン
プ
を
増
設
す
る

こ
と
や
、
道
路
の
改
修
を
す
る
こ

と
な
ど
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
県
や
国

に
対
し
て
も
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今後の市政懇 談 会 の 日 程
こ
の
ほ
か
の
小
学
校
区
ご
と
に

行
わ
れ
た
市
政
懇
談
会
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
以
後
お
伝
え
し
ま
す
。

開催時間

１８：３０～

１３：３０～

１５：３０～

１８：３０～

１８：３０～

開催日

２月１０日�

２月１１日�

２月１１日�

２月１５日�

２月１７日�

会 場

知恵島小学校音楽室

飯尾敷地コミュニティセンター

西麻植地区公民館

中部農業構造改善センター

山瀬小学校図書室

校 区

知恵島小学校区

飯尾敷地小学校区

西麻植小学校区

川田中小学校区

山瀬小学校区
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財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目

的
と
し
て
、
文
化
振
興
事
業
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
な
ど
各
種

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
中
古

井
広
域
集
落
セ
ン
タ
ー
を
建
築
し
、

美
郷
物
産
館
駐
車
場
に
防
犯
灯
を

設
置
し
ま
し
た
。

中
古
井
広
域
集
落
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
拠
点
と
な
り
、
地
域
間
交
流
の

促
進
が
、
美
郷
物
産
館
の
防
犯
灯

は
、
地
域
防
犯
の
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

コミュニティ助成事業防
犯
灯
寄
贈

四
国
電
力
株
式
会
社
か
ら
、「
よ

ん
で
ん
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ
い
旬

間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、
明
る

い
街
づ
く
り
に
役
立
て
て
、
と
防

犯
灯
２５
基
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。１２

月
２４
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た

黒
田
鴨
島
営
業
所
長
◯右
と
南
薗
脇

町
営
業
所
長
◯中
か
ら
、
川
真
田
市

長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

中
古
井
広
域
集
落
セ
ン
タ
ー

美
郷
物
産
館
駐
車
場
に
設
置
し
た
防
犯
灯

１
月
３
日
、
鴨
島
公
民
館

で
吉
野
川
市
と
な
っ
て
初
め

て
の
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、

新
成
人
４
９
３
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

鴨
島
鳳
翔
太
鼓
の
勇
壮
な

演
奏
で
始
ま
り
、
志
摩
教
育

委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
川
真

田
市
長
や
来
賓
の
方
々
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
新
成
人
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
新
成
人
を

わ

だ
の
り
た
か

代
表
し
て
和
田
規
孝

さ
ん（
山
川
町
諏
訪
）

が
「
自
分
の
将
来
の

た
め
に
、
ま
た
、
自

分
の
周
り
の
地
域
や

仲
間
の
こ
と
を
考
え
、

そ
し
て
吉
野
川
市
の

た
め
に
何
が
で
き
る

か
考
え
な
が
ら
、
よ
り
一
層

の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、

式
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

こ
の
式
典
は
、
新
成
人
の

代
表
で
組
織
す
る
実
行
委
員

お
か
だ
ゆ
う
す
け

会
（
岡
田
裕
輔
委
員
長＝
鴨

島
町
西
麻
植
）
と
市
教
育
委

員
会
と
の
共
催
で
、
受
付
や

司
会
進
行
、
会
場
整
理
な
ど

に
活
躍
す
る
新
成
人
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

吉野川市成人式

実
行
委
員
長
の
岡
田
裕
輔
さ
ん

謝
辞
を
述
べ
た
和
田
規
孝
さ
ん
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

１２
月
２２
日
、
山
川
南
保
育
所
に

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
来
所
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

黄
田
一
男
さ
ん
、
藤
田
洋
子
さ

ん
、
成
見
泰
孝
さ
ん
の
３
人
で
構

成
す
る
「
３
年
６
組
」
が
ピ
ア
ノ
、

フ
ル
ー
ト
、
バ
イ
オ
リ
ン
で
「
き

よ
し
こ
の
夜
」、「
犬
の
お
ま
わ
り

さ
ん
」
な
ど
８
曲
を
、
話
を
交
え

な
が
ら
演
奏
し
、
園
児
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。
園
児
の
ひ
と
り
の
岸

上
雅
弥
く
ん
は
「
お
も
し
ろ
か
っ

た
、
僕
も
歌
っ
た
よ
」
と
は
に
か

み
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

１２
月
２８
日
か
ら
３０
日
に
か
け
て

市
消
防
団
の
年
末
警
戒
が
各
方
面

の
消
防
団
ご
と
に
行
わ
れ
、
消
防

団
員
が
車
や
徒
歩
に
よ
っ
て
市
民

の
方
に
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

消防団年末警戒

１
月
９
日
、
鴨
島
第
一
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
吉
野
川
市
消
防
団

の
出
初
め
式
が
開
催
さ
れ
、
功
労

者
へ
の
表
彰
や
観
閲
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

主
な
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
武
智
優
孝
（
鴨
島
方
面
第
１
分

団
長
）
▼
堀
江
秀
幸
（
鴨
島
方
面

第
１７
分
団
長
）
▼
田
村
一
郎
（
鴨

島
方
面
第
１１
分
団
副
分
団
長
）
▼

瀬
尾
誠
悟
（
鴨
島
方
面
第
１８
分
団

副
分
団
長
）
▼
松
田
�
二
（
山
川

方
面
第
２
分
団
長
）
▼
荒
瀬
充
宏

（
山
川
方
面
第
４
分
団
長
）
▼
長

井
壯
太
（
山
川
方
面
第
８
分
団
副

分
団
長
）
▼
後
藤
田
修
三
（
川
島

方
面
第
５
分
団
副
分
団
長
）
▼
矢

田
一
郎
（
川
島
方
面
第
１０
分
団
部

長
）
▼
村
本
和
幸
（
美
郷
方
面
第

４
分
団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章

▼
藤
井
達
也
（
鴨
島
方
面
第
１０
分

団
長
）
▼
大
倉
正
晴
（
鴨
島
方
面

第
１８
分
団
長
）
▼
井
内
政
仁
（
山

川
方
面
第
６
分
団
長
）
▼
前
田
洋

治
（
山
川
方
面
第
７
分
団
長
）
▼

平
本
昌
司
（
川
島
方
面
第
３
分
団

長
）
▼
川
村
嘉
�
（
川
島
方
面
第

４
分
団
副
分
団
長
）
▼
猪
本
光
一

（
美
郷
方
面
第
１
分
団
長
）
▼
和

泉
保
弘（
美
郷
方
面
第
５
分
団
長
）

◇
精
績
章

▼
多
田
進
一
（
鴨
島
方
面
第
１４
分

団
長
）
▼
兵
庫
要
（
鴨
島
方
面
第

１５
分
団
長
）
▼
藤
井
武
（
鴨
島
方

面
第
３
分
団
副
分
団
長
）
▼
久
保

正
昇
（
鴨
島
方
面
第
５
分
団
副
分

団
長
）
▼
深
見
眞
喜
夫
（
鴨
島
方

面
第
１０
分
団
副
分
団
長
）
▼
笠
井

純
一
（
鴨
島
方
面
第
１７
分
団
副
分

団
長
）
▼
板
川
秀
男
（
山
川
方
面

第
１
分
団
副
分
団
長
）
▼
阿
部
和

仁
（
山
川
方
面
第
２
分
団
部
長
）

▼
村
田
久
典
（
山
川
方
面
第
３
分

団
副
分
団
長
）
▼
長
元
博
美
（
山

川
方
面
第
７
分
団
副
分
団
長
）
▼

上
松
透
（
川
島
方
面
第
２
分
団
副

分
団
長
）
▼
川
野
嘉
一
（
川
島
方

面
第
３
分
団
副
分
団
長
）
▼
松
原

博
（
川
島
方
面
第
４
分
団
班
長
）

▼
後
藤
田
武
志
（
川
島
方
面
第
５

分
団
班
長
）
▼
久
保
正
美
（
美
郷

方
面
第
３
分
団
副
分
団
長
）
▼
住

友
和
芳（
美
郷
方
面
第
６
分
団
長
）

こ
の
ほ
か
、
吉
野
川
市
分
会
長

表
彰
を
３７
人
の
方
が
、
吉
野
川
市

長
表
彰
を
９２
人
の
方
が
、
吉
野
川

市
消
防
団
長
表
彰
を
４
つ
の
分
団

と
操
法
出
場
の
２
つ
の
分
団
が
受

賞
し
た
ほ
か
、
吉
野
川
市
長
感
謝

状
が
３５
人
の
方
に
、
徳
島
県
消
防

協
会
長
感
謝
状
（
内
助
の
功
）
が

６
人
の
方
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

吉野川市消防団出初め式
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吉野川署�郵便局�

Ｒ192

川
島
薬
草
園�

川島城�

テニスコート�
川島万葉植物園�

吉 野 川吉 野 川 �吉 野 川 �

お ま と

１
月
１０
日
、
山
川
町
に

あ
る
吉
野
川
市
高
越
弓
道

場
で
新
年
の
恒
例
行
事
の

お
ま
と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
１０
人
の
射
手

が
一
列
に
並
び
、
ひ
と
り

１
０
０
本
、
合
計
１
０
０

０
本
の
矢
を
放
ち
、
一
年

間
の
魔
よ
け
と
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
ま
し
た
。

湯
神
楽

１
月
９
日
、
川
島
町
の
西
出
目

八
幡
神
社
で
、
多
く
の
氏
子
が
集

ま
り
湯
神
楽
の
神
事
が
厳
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

サ
カ
キ
の
葉
を
煮
込
ん
だ
大
が

ま
の
中
に
束
ね
た
青
笹
を
つ
け
、

そ
の
湯
玉
、
湯
気
を
氏
子
の
頭
上

に
打
ち
振
る
こ
と
で
厄
を
は
ら
い
、

無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

青
笹
は
一
本
ず
つ
に
わ
け
、
煮

込
ん
だ
サ
カ
キ
の
葉
を
刺
し
て
各

家
に
持
ち
帰
り
、
神
棚
に
ま
つ
り

ま
す
。
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

神
事
で
す
。

第５１回徳島駅伝

１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
徳
島

県
内
を
コ
ー
ス
と
す
る
徳
島
駅
伝

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
と
な
っ
て
初
め
て
の
大
会
と

な
っ
た
吉
野
川
市
は
、
麻
植
郡
と

し
て
参
加
し
た
前
回
の
７
位
を
上

回
る
３
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
優
秀
競
技
者
賞
（
Ｍ

Ｖ
Ｐ
）
に
、
一
日
目
の
第
１１
区
と

全
区
間
で
最
長
の
三
日
目
３７
区
で

区
間
賞
を
獲
得
し
た
尾
池
政
利
選

手
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
尾
池
選
手

は
２
年
連
続
２
回
目
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

川島薬草園
暖
地
の
海
岸
近
く
に
分
布

し
、
観
賞
用
と
し
て
庭
園
に

栽
培
さ
れ
る
。
冬
の
期
間
に

り
ん
け
い

美
し
い
花
を
開
く
。
鱗
茎
は

有
毒
な
た
め
服
用
は
し
て
は

な
ら
な
い
。

鱗
茎
を
金
属
以
外
の
お
ろ

し
器
で
す
り
お
ろ
し
て
湿
布

す
れ
ば
乳
房
炎
、
腫
れ
物
、

肩
こ
り
、
打
撲
傷
、
ね
ん
挫
、

や
け
ど
、
神
経
痛
、
リ
ウ
マ

チ
に
有
効
。
茎
の
搾
り
汁
を

点
眼
す
れ
ば
疲
れ
目
、
涙
目
、

か
す
み
目
に
有
効
で
あ
る
。

川
島
薬
草
園
は
、
川
島
城

付
近
に
あ
り
、
見
学
無
料
。

スイセン（ヒガンバナ科）

表紙写真
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情
報
広
場�

平
成
１７
年
度「
吉
野
川
市
臨

時
職
員
」の
登
録
者
募
集

平
成
１７
年
度
臨
時
職
員
採
用
予

定
者
名
簿
に
登
録
希
望
の
方
は
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
、

登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
的
に
採
用

し
ま
す
。

職
種

【
一
般
職
員
】

事
務
補
助
員
・
介
護
職
員
・
調

理
員
・
労
務
作
業
員
等

【
教
諭
・
保
育
士
等
】

幼
稚
園
教
諭
免
許
、
保
育
士
資

格
等
、
資
格
を
有
す
る
方

日
額
賃
金

・
一
般
事
務
職
等

５
７
０
０
円

・
教
諭
、保
育
士
等（
資
格
必
要
）

６
１
０
０
円

・
道
路
作
業
員

７
６
０
０
円

・
清
掃
作
業
員

８
６
０
０
円

申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
市
総
務
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
教
諭
・
保
育
士
等
に
つ
い
て
は
、

資
格
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間

２
月
９
日
�
〜
２８
日

�採
用
方
法

書
類
選
考
等

採
用
期
間

原
則
と
し
て
、
平
成

１７
年
９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間

な
お
、
継
続
し
て
採
用
が
必
要

な
と
き
は
、
６
カ
月
を
超
え
な
い

期
間
で
更
新
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
総
務
課

�
�
２
２
３
１

『
県
道
３１
号
線
の
清
掃
奉

仕
活
動
参
加
者
募
集
！
」

県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
訓
練
生
募
集

県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
美
馬
郡
貞
光
町
字
東
浦
１
２
８

―

４
）
が
、
平
成
１７
年
４
月
入
校

の
設
備
施
工
科
（
定
員
１５
人
）
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

主
と
し
て
離
職
者
ま
た

は
職
業
の
転
換
を
希
望
す
る
方
で
、

公
共
職
業
安
定
所
長
が
受
講
指
示

ま
た
は
受
講
あ
っ
せ
ん
を
し
よ
う

と
す
る
方
。

申
込
方
法

２
月
２５
日
�
ま
で
に
、

居
住
地
を
所
管
す
る
公
共
職
業
安

定
所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
考
日

３
月
１６
日
�

選
考
場
所

県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
、
ま

た
は
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

�
０
８
８
３（
６
２
）３
０
６
７
へ
。

●
と
き
／
３
月
１３
日
�
、
午
前
８
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

●
と
こ
ろ
／
県
道
３１
号
（
鴨
島
神
山
）
線

●
内
容
／
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
す
。
当
日
の
午
前
８
時
３０
分
に
市
役
所
前
へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
●
お
問
い
合
わ
せ
／
鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
�
�
５
２
２
２

視
覚
障
害
者
パ
ソ
コ

ン
講
座
（
上
級
コ
ー

ス
）
受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
力
の
あ
る
視

覚
障
害
者
を
対
象
に
、
就
労
の
機

会
を
創
出
す
る
た
め
、
よ
り
高
度

な
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

視
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン

講
座
中
級
コ
ー
ス
（
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
講
座
）
を
修
了
さ

れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的

操
作
を
習
熟
し
て
い
る
方

定
員

５
人

講
座
内
容
と
日
程

１
回

２
月
２７
日
�

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成

２
回

３
月
６
日
�

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成

３
回

３
月
１３
日
�

表
計
算

４
回

３
月
２０
日
�

表
計
算

各
回
、
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で

場
所

徳
島
市
富
田
橋
６
丁
目
１

番
地

徳
島
県
立
盲
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
講
堂

受
講
料

無
料

申
込
締
切

２
月
１８
日
�

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
徳
島
県
社
会
福
祉

事
業
団

徳
島
県
立
盲
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

�
０
８
８
（
６
２
３
）
６
３
１
１

防
災
講
演
会

近
い
将
来
、
発
生
す
る
可
能
性

が
非
常
に
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
、

南
海
・
東
南
海
地
震
に
対
す
る
取

り
組
み
や
対
策
が
各
地
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
地

域
の
防
災
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

家
庭
で
で
き
る
防
災
対
策
を
考
え

る
機
会
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き

３
月
２１
日
�

午
後
１
時

３０
分

と
こ
ろ

吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
入
場
無
料
）

講
師

防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所

所
長

山
村
武
彦
さ
ん

演
題

「
南
海
地
震
に
備
え
る
知

識
と
知
恵
〜
地
域
と
家
庭
の
防
災

対
策
〜
」

お
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会�

�
２
０
８
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
�
５
５
２
２

第
１
回

吉
野
川
市
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き３

月
１９
日
	

午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
お
よ
び
鴨
島
体
育

館
・
イ
ベ
ン
ト
広
場

内
容ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
パ
ネ
ル
展
・
福
祉
施
設

作
品
展
示
即
売
・
体
験
広
場
（
藍

染
め
・
昔
遊
び
な
ど
）
・
食
の
広

場
（
た
こ
焼
き
・
も
ち
な
ど
）
・

子
ど
も
広
場
（
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

な
ど
）
・
記
念
講
演
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会�

�
２
０
８
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
�
５
５
２
２

募
集

催
し
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人権講演会
と
き

２
月
２５
日
�

受
付

午
後
１
時

開
演

午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
入
場
無
料
）

演
題

「
や
さ
し
い
街

や
さ
し

い
人
」

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
５
８
年
東
京
生
ま
れ
。
１

９
７
９
年
松
竹
映
画
「
夜
叉
ヶ

池
」
で
芸
能
界
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の

後
ド
ラ
マ
「
太
郎
の
青
春
」「
噂
の

刑
事
ト
ミ
ー
と
マ
ツ
」「
た
け
し
く

ん
ハ
イ
！
」「
オ
レ
た
ち
ひ
ょ
う
き

ん
族
」
な
ど
に
出
演
。
司
会
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
と
し
て
も
活
躍
。
現
在
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」、映
画
「
ウ
イ
ニ
ン
グ
・
パ

ス
」
出
演
中
。
１
９
９
６
年
に
障

害
を
抱
え
た
長
男
の
成
長
を
つ
づ

っ
た
「
笑
っ
て
よ
、
ゆ
っ
ぴ
い
」

を
執
筆
し
、
そ
の
子
育
て
の
様
子

は
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
愛
の
家
族
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
ゆ
っ
ぴ
い
の
ば
ん
そ
う

こ
う
」
と
し
て
テ
レ
ビ
化
さ
れ
、

大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
。
現
在
、
講

演
活
動
な
ど
に
も
幅
広
く
活
躍
中
。

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
乗
り
合
わ
せ
ま
た
は
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
定

員
（
４
８
０
人
）
に
な
り
次
第
、

入
場
を
締
め
切
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

山
川
公
民
館

�
�
５
５
８
２

市
人
権
課

�
�
２
２
２
９

講師 石井めぐみさん（俳優）

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

と
き

２
月
２７
日
�
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通

り
（
マ
ミ
ー
広
場
）

出
演
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
ジ
ャ
ッ
ク

（
民
族
打
楽
器
グ
ル
ー
プ
）」ほ
か
。

☆
出
演
者
募
集
中
！

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

ojim
a/m
achicon/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

�
�
３
７
２
５
（
鎌
田
）

パ
ン
工
房「
パ
ン
パ
カ
パ

ン
」が
や
っ
て
き
ま
す

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ミ
ニ
と
ま
と

く
ら
ぶ
」

と
き

２
月
１４
日
�

午
前
９
時
〜
１１
時

と
こ
ろ

学
島
幼
稚
園

内
容

学
島
校
区
の
未
就
学
児
を

対
象
に
、
幼
稚
園
児
と
の
交
流
を

行
い
ま
す
。
パ
ン
工
房
「
パ
ン
パ

カ
パ
ン
」
の
パ
ン
販
売
が
あ
り
ま

す
。
パ
ン
１
個
１
０
０
円
で
す
。

参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
料
、

お
や
つ
代
）

お
問
い
合
わ
せ

学
島
幼
稚
園

�
�
４
０
１
８

外
国
人
の
英
語
の
先

生
に
よ
る
英
語
劇

楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
と
し
て
県
内
の
小
中

学
校
で
教
え
て
い
る
外
国
人
の
先

生
の
み
な
さ
ん
が
英
語
劇
を
行
い

ま
す
。

出
し
物
は
『
ア
・
ナ
イ
ト
・
オ

ブ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
で
、
３
つ

の
お
と
ぎ
話
を
英
語
で
演
じ
ま
す
。

と
き

３
月
１３
日
�

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
（
入
場
無

料
）お

問
い
合
わ
せ

�
�
２
７
６
２
（
瀬
尾
）

公
民
館
の
催
し

鴨
島
地
区
公
民
館

振
興
大
会

と
き

２
月
２６
日
	

受
付

午
後
１
時

開
会

午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
３
階
大
ホ

ー
ル

内
容

一
部

鴨
島
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
（
吹
奏
楽
）

二
部

記
念
講
演
（
講
師

岡
田

嘉
行
さ
ん
）
演
題
「
顔
と
心
と

健
康
と
」

三
部

公
民
館
活
動
発
表
（
知
恵

島
地
区
公
民
館
・
牛
島
児
童
ク

ラ
ブ
）

来
年
度
は
、
吉
野
川
市
公
民
館

連
絡
協
議
会
を
発
足
し
、
市
公
民

館
振
興
大
会
と
し
て
の
発
表
に
な

る
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

�
�
４
１
１
５

川
島
公
民
館

生
涯
学
習
講
座
発
表
会

と
き

２
月
２６
日
	

午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ

川
島
公
民
館
２
階
ホ
ー

ル内
容

演
芸
の
部
・
展
示
の
部

お
問
い
合
わ
せ

川
島
公
民
館

�
�
２
１
８
０

鴨
島
地
区
公
民
館

文
化
祭

●
牛
島
文
化
祭

３
月
６
日
�

●
飯
尾
敷
地
文
化
祭
３
月
１３
日
�

●
森
山
文
化
祭

３
月
２０
日
�

●
西
麻
植
文
化
祭

３
月
２７
日
�

詳
し
く
は
各
公
民
館
で
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

牛
島
地
区
公
民
館
�
�
８
６
８
５

飯
尾
敷
地
地
区
公
民
館

�
�
２
５
９
４

森
山
地
区
公
民
館
�
�
３
６
５
５

西
麻
植
地
区
公
民
館�

�
３
３
１
０
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ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。
つ
い
家
に
こ
も
り
が
ち
な

こ
の
時
期
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
本

を
読
む
チ
ャ
ン
ス
！

読
み
そ
び

れ
て
い
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
こ
れ

か
ら
の
時
期
に
お
役
に
立
つ
一
冊

な
ど
、
図
書
館
・
図
書
室
で
探
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

♪
も
う
す
ぐ

バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
♪

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

あ
の
方
や
、
気
に
な
る
あ
の
人
…
。

今
年
は
手
作
り
チ
ョ
コ
で
気
持
ち

を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

毎
日
お
仕
事
を
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
る
お
父
さ
ん
の
た
め
に
、
子

ど
も
と
一
緒
に
手
作
り
、
な
ん
て

い
う
の
も
い
い
で
す
ね
。
各
図
書

館
・
室
に
も
チ
ョ
コ
や
お
菓
子
の

レ
シ
ピ
本
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図書だより

山
川
図
書
館

�
�
５
２
２
２

開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６

時２
月
・
３
月
の
休
館
日

月
曜
日
、

祝
日
、
月
末
図
書
整
理
日
（
２
月

２５
日
�
、
３
月
３１
日
�
）

※
年
間
図
書
整
理
日
（
３
月
２
日

�
〜
１１
日
�
）

◆
お
は
な
し
会

２
月
１２
日
�
・
２６
日
�
、
３
月
１２

日
�
・
２６
日
�
の
午
後
１
時
３０
分

か
ら
（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

２
月
１９
日
�
、
３
月
１９
日
�
の
午

後
１
時
３０
分
か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん

新
着
図
書
案
内
・
行
事
予
定
な
ど

を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

鴨
島
図
書
室
（
鴨
島
公
民
館
内
）

�
�
５
１
１
１

開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６

時
（
土
・
日
曜
日
は
、
正
午
〜
午

後
１
時
ま
で
閉
室
し
ま
す
）

休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
、
午
前
１０
時
３０

分
か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
づ
く
り
大
型

紙
芝
居
な
ど
。

※
２
月
は
都
合
に
よ
り
休
み
と
な

り
ま
す
。

◆
新
刊
情
報

『
霧
笛
荘
夜
話
』
内
田
康
夫

著

『
藤
壺
』
瀬
戸
内
寂
聴

著

『
正
義
の
証
明

上
・
下
』
森
村

誠
一

著

『
さ
ま
よ
う
刃
』
東
野
圭
吾

著

『
人
の
セ
ッ
ク
ス
を
笑
う
な
』
山

崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

著

『
私
は
、
産
み
た
い
』
野
田
聖
子

著『
日
暮
ら
し

上
・
下
』
宮
部
み

ゆ
き

著

『
あ
わ
わ
の
あ
は
は
』
住
友
達
也

著『
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン

運
命
の

息
子
』
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン

著

※
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

い
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト

は
各
館
・
室
で
い
つ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

※
山
川
・
川
島
図
書
館
の
県
立
図

書
館
協
力
車
巡
回
日

２
月
１８
日
�
・
２５
日
�

３
月
４
日
�
・
１１
日
�
・
１８
日
�

・
２５
日
�

ⅩⅡ

川
島
図
書
館

�
�
３
１
４
１

開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６

時２
月
・
３
月
の
休
館
日

水
曜
日
、

祝
日
、
月
末
資
料
整
理
日
（
２
月

２８
日
	
、
３
月
３１
日
�
）

◆
読
書
ク
ラ
ブ（
か
え
で
会
例
会
）

２
月
１０
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分
、
３
月
１０
日
�
午
前
１０
時

〜
１２
時
／
図
書
館
２
階

◆
創
作
お
り
が
み
教
室
（
上
級
）

３
月
１０
日
�
・
１１
日
�

午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
／
図
書
館
２

階◆
新
刊
情
報

『
な
ん
く
る
な
い
』
よ
し
も
と
ば

な
な

著

『
春
、
バ
ー
ニ
ー
ズ
で
』
吉
田
修

一

著

『
死
刑
長
寿
』
野
坂
昭
如

著

『
天
国
の
階
段

上
・
下
』
金
重

明

編
訳

『
ア
イ
ム
ソ
ー
リ
ー
、
マ
マ
』
桐

野
夏
生

著

『
知
り
た
が
り
や
の
猫
』
林
真
理

子

著

『
み
み
ず
く
の
日
々
好
日
』
五
木

寛
之

著

『
も
う
夫
に
は
恋
は
で
き
な
い
』

黒
木
瞳

著

『
年
中
無
休
ス
タ
ジ
ア
ム
』
乙
武

洋
匡

著

『
生
き
な
が
ら
火
に
焼
か
れ
て
』

ス
ア
ド

著

『
デ
ル
ト
ラ
・
ク
エ
ス
ト
Ⅲ（
１
）

竜
の
巣
』エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ

著

美
郷
図
書
室
（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

�


２
８
１
１

開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉
室

し
ま
す
）

休
室
日

木
曜
日

飼犬はつないで、飼いましょう
飼犬が離れたときは、鴨島保健所（�２４―１１１４）にお問い合わせください。
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内案ごの診健
医療機関健診・総合健診（集団、巡回）・日帰り健診のうちいずれか１年
に１回だけ受診することができます。
平成１７年度については、４０歳以上の方全員に受診券（桃色）をお送りします。基本健康診査

※基本健診・各種がん検診は年に１回だけの受診になります。
※基本健診・各種がん検診の対象者と内容、料金は１２ページに掲載しています。

＊７０歳以上（昭和１１年３月３１日以前生まれ）の方
＊市民税非課税世帯の方
※ただし、日帰り健診はすべての方が有料です。

無料該当者

医療機関健診（基本健康診査・肝炎ウイルス検査・子宮がん検診）

＊受診券と健康手帳を必ずご持参ください。＊料金は、それぞれ医療機関でお支払いください。

実施医療機関一覧表（医療機関健診）

成人歯科検診（歯周疾患）医療機関検診

＊対象者には、受診券（白色）をお送りします。＊受診券（白色）と健康手帳を必ずご持参ください。
＊料金は、それぞれ医療機関でお支払いください。

実施医療機関一覧表（歯科検診）

●お問い合わせ／市健康推進課 ��６６１５

近藤歯科医院
谷本歯科医院
なか歯科医院
松本歯科クリニック
山本歯科医院

山
川
町

ごとう歯科医院
杉山歯科医院
前坂歯科医院

川
島
町

飛梅歯科医院
まつもと歯科
モロタニ歯科
和田歯科クリニック

工藤歯科医院
近藤歯科医院
さとう歯科医院
瀬尾歯科医院
多田歯科医院

石田歯科医院
井上歯科医院
岡本歯科
川井歯科
鴨島歯科

鴨
島
町

４０歳以上（昭和４１年３月３１日以前生まれ）の方。子宮がん検診は２０歳以上の女性。
４月１１日�～６月３０日�休診日を除く
実施期間中に、医療機関で受診してください。※子宮がん検診は、川島庁舎（健康推進課成人
保健係��６６１５）まで事前に申し込みください。

対 象 者
実 施 期 間

受 診 方 法

子宮がん

○
○

基本健診
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

実施医療機関名
麻名内科外科クリニック
阿部整形外科
井内内科
石原小児科
石原内科循環器科
糸田川クリニック
いぬい産科・婦人科クリニック
麻植協同病院
大内整形外科
大久保診療所
梶本胃腸科内科
かなめ小児科内科クリニック
鴨島川島クリニック
鴨島耳鼻咽喉科
鴨島病院
木村内科胃腸科
杏和医院
後藤田外科
国立病院機構徳島病院
鈴木内科（駅東）
鈴木内科（敷地）

鴨

島

町

子宮がん
○
○

基本健診
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

実施医療機関名
タナカ医院
筒井クリニック
古本胃腸科
美摩病院
森住内科医院
リバーサイドクリニック岡田
和田耳鼻咽喉科
渡辺医院
岡田医院
岸整形外科
四宮医院
島野外科内科
杉山医院
矢田医院
祇園リハビリテーションクリニック
工藤内科医院
さくら診療所
谷医院
富本医院
中西内科クリニック
松永医院

鴨

島

町

川

島

町

山

川

町

４０歳・５０歳・６０歳・７０歳（平成１７年度中に当該年齢に達する方）
４月１１日�～６月３０日�休診日を除く
実施期間中に、医療機関で受診してください。

対 象 者
実 施 期 間
受 診 方 法

受診券をご持参ください。｝｛
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総

合

健

診

（
集
団
健
診
）
申込期間／４月～６月分→３月８日�～３月２３日� １０月～１１月分→９月１日�～９月８日�

（※ただし、各日程の２週間前までなら、申し込みできます。）
申込方法／直接電話で、川島庁舎（健康推進課成人保健係��６６１５）まで申し込みください。
＊受診券と健康手帳を必ずご持参ください。 ＊料金は、受診の当日にお支払いください。

総
合
健
診

（
巡
回
健
診
）
申込期間／３月８日�～３月１８日�（※ただし、各
日程の２週間前までなら、申し込みできます。）
申込方法／ＪＡ麻植郡本所または各支所へ直接電話
で申し込みください。
＊受診券と健康手帳を必ずご持参ください。 ＊料金は、受診の当日にお支払いください。

日帰り健診（送迎付）

●場所／徳島県農村健康管理センター（阿波病院西隣）
●対象者／４０歳以上の方で、すべての健診項目を受
診できる方。ただし、肝炎ウイルス検査、前立腺が
ん検診、乳がん（マンモグラフィ併用）検診は該当
者だけです。
●募集人員／１日３０人、乳がん検診は１日２０人まで
●申込期間／４月～６月分→３月１日�～３月１１日�

１０月～１１月分→９月１４日�～９月２２日�
●申込方法／直接電話で、川島庁舎（健康推進課成
人保健係��６６１５）まで申し込みください。申込者
に検診票・大腸がん検診容器を送ります。
＊日帰り健診は、すべての方が有料です。
＊受診券と健康手帳を必ずご持参ください。
＊料金は、受診の当日にお支払いください。

巡回肺がん・結核検診
●日時／８月２９日�～１０月７日�の間 市内各所を
レントゲン車が巡回します。詳しい場所等について
は後日「広報よしのがわ」でお知らせします。
●対象者／４０歳以上で平成１７年度に肺がん・結核検

診を受診していない方。
４０歳～６４歳の方 ：肺がん検診
６５歳以上の方 ：肺がん・結核検診
※結核予防法の改正により、平成１７年度から結核検
診の対象者が６５歳以上の方となりました。

●お問い合わせ／市健康推進課 ��６６１５

内 容
午後

受付（１時～２時）

子宮がん検診
乳がん（マンモグラ
フィ併用）検診

甲状腺検診
骨粗しょう症検診
※乳がん（マンモグ
ラフィ併用）・甲状
腺検診は、１日６０人
の人数制限がありま
す。

午前
受付（９時～１１時）

基 本 健 康 診 査
肝炎ウイルス検査
前 立 腺 が ん 検 診
胃 が ん 検 診
大 腸 が ん 検 診

基本（肝炎・前立腺）
胃・大腸・結核・肺

場 所

鴨島公民館
川島老人福祉センター
山川公民館
川島公民館
鴨島公民館
山川公民館
鴨島公民館
農村環境改善センター（川島）
ふるさとセンター（美郷）
山川公民館
ヘルスランド美郷
ふるさとセンター（美郷）

日 程

４月６日�
４月１４日�
４月１８日�
５月１６日�
５月１８日�
５月１９日�
６月９日�
６月１５日�
６月２２日�
６月３０日�
１０月２７日�
１１月２日�

内 容
６月２日、１６日だけ
受付（１時～２時）

午後

子 宮 が ん 検 診

全 日 程
受付（９時～１１時）

午前

基 本 健 康 診 査
肝炎ウイルス検査
前立腺がん検診
胃 が ん 検 診
大 腸 が ん 検 診
骨粗しょう症検診

場 所

ＪＡ山瀬支所
ＪＡ麻植郡本所
ＪＡ麻植郡本所
ＪＡ山瀬支所
ＪＡ麻植郡本所
ＪＡ山瀬支所
ＪＡ川島支所

日 程

４月２７日�
４月２８日�
５月１２日�
５月２６日�
６月２日�
６月１６日�
６月２７日�

内 容
基本健診、肝炎ウイルス検査、前立腺
がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、
肺がん・結核検診、子宮がん検診、乳が
ん（マンモグラフィ併用）・甲状腺検診

１１月
７日�・８日�
１０日�・１１日�
９日�

１０月
１２日�～１４日�
１１日�

６日�・７日�

６月

２３日�

５月

１７日�・２５日�

４月
１８日�～２１日�
２２日�
２５日�
５日�

地区
鴨島地区
川島地区
山川地区
美郷地区

℡２４―２４７９
℡２５―２４１４
℡４２―６６６６
℡４２―３１２１
℡４３－２００２

ＪＡ森 山 支 所
ＪＡ川 島 支 所
ＪＡ山 瀬 支 所
ＪＡ川 田 支 所
ＪＡ美 郷 支 所

℡２４―１１３７
℡２４―２０１５
℡２４―２２２３
℡２４―２２４０
℡２４－２３２４

ＪＡ麻植郡本所
ＪＡ東 部 支 所
ＪＡ鴨 島 支 所
ＪＡ知恵島支所
ＪＡ西 尾 支 所

11
２００５年（平成１７年）２月９日第５号

広報よしのがわ



基本健康診査・各種がん検診の料金等一覧表

＊７０歳以上（昭和１１年３月３１日以前生まれ）の方
＊市民税非課税世帯の方
※ただし、日帰り健診はすべての方が有料です。

無料該当者

・・・健康管理のために健康手帳の活用を・・・

健
康
管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、

吉
野
川
市
で
は
次
の
方
に
健
康
手
帳
を
配
布
し

ま
す
。

●
配
布
対
象
者

昭
和
７
年
１０
月
１
日
か
ら
昭

和
４１
年
３
月
３１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

☆
使
用
方
法

健
康
手
帳
は
、
健
康
診
査
や
健

康
相
談
・
健
康
教
室
お
よ
び
医
療
な
ど
を
受
け

た
と
き
に
健
康
状
態
を
記
録
し
、
ご
自
身
の
健

康
管
理
の
た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。５

年
間
の
経
過
が
わ
か
る
健
診
結
果
記
録
や

相
談
記
録
の
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
に
、
健
康
づ
く
り

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
健
康
情
報
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
健
康
管
理
の
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
と
し
て
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ

の
ま
ま
引
き
続
き
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
老
人
医
療
受
給
対
象
者
で
、
手
帳
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
市
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
課
で
再
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●お問い合わせ／市健康推進課 ��６６１５

内 容

問診・身体測定・理学的検査・
血圧測定・尿検査・血液検査
（脂質検査・肝機能検査・腎機
能検査・糖尿病検査・※貧血検
査）・診察・※心電図検査・※眼
底検査
※医師の判断に基づく選択的
項目

血液検査（基本健康診査受
診者の方）

血液検査（PSA）
（基本健康診査受診者の方）

胃部造影間接撮影
胃部造影直接撮影
便潜血反応検査（２日法）
細胞検査（けい部）、（体部）

乳がん検診は視触診とレン
トゲン撮影を併用、甲状腺
検診は視触診

問診・胸部エックス線撮影

喀痰細胞診検査

左第２中手骨（手の骨）の
レントゲン撮影

問診・歯周組織検査

対象者

平成１７年度（平成１７
年４月１日～平成１８
年３月３１日）に当該
年齢に達する方

４０歳以上の方

４０歳・４５歳・５０歳・５５歳
・６０歳・６５歳・７０歳の方

５０歳以上の男性

４０歳以上の方

４０歳以上の方
２０歳以上の女性

４０歳以上の女性
（２年に１回）

４０歳以上の方
５０歳以上で喫煙指数
が６００以上の方
最近６カ月以内に血
痰があった方

４０歳以上７０歳までの方

４０歳・５０歳・６０歳・７０歳の方

医療機関健診

１，３００円

７００円

１，０００円

５００円

日帰り健診※

１，３００円

７００円

５００円

２，０００円
５００円
６００円

１，３００円

無料

５００円

総合健診
（集団、巡回）

１，３００円

７００円

５００円

９００円

５００円
６００円

１，３００円

無料

５００円

５００円

検 診 名

基 本 健 康 診 査

肝炎ウイルス検査

前立腺がん検診

胃 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

子 宮 が ん 検 診

乳がん（マンモグ
ラフィ併用）検診
甲 状 腺 検 診

肺 が ん 検 診

かく たん

喀 痰 検 査

骨粗しょう症検診

成 人 歯 科 検 診

受診券をご持参ください。｝｛
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栄
養
相
談

２・３月の健康相談・健康（運動）教室
毎週（月）～（金）（祝日を除く）１０：００～１１：００ 鴨島老人福祉センター

あ
ら
か
じ
め
市
健
康
推
進
課
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
（
�
�
６
６
１
５
）

３
月
８
日
（
火
）
１０：

００
〜
１１：
００

４
月
１２
日
（
火
）
１０：

００
〜
１１：
００

お
問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
推
進
課

�
�
６
６
１
５

健康体操・歩け歩け教室のお知らせ
〈２月〉
●健康体操：２月１５日�・２２日�／１４：００～１５：
００／山川公民館
●歩け歩け教室：２月１４日�・２１日�・２８日�／
９：３０～１０：３０／山川庁舎に集合
〈３月〉
●健康体操：３月１日�・８日�・１５日�・２２日
�／１４：００～１５：００／山川公民館
●歩け歩け教室：３月７日�・１４日�・２１日�・
２８日�／９：３０～１０：３０／山川庁舎に集合

内 容
健康相談
健康相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋健康講話「気になる肥満解消しましょう」
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談＋理学療法士による相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋筋肉量率測定
健康相談＋ミニ講話「たばこをやめよう�」
健康相談＋ミニ講話「たばこをやめよう�」
健康相談
健康相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋骨粗しょう症予防の講話
健康相談＋筋肉量率測定
健康相談＋ミニ講話「たばこをやめよう�」
健康相談＋ミニ講話「たばこをやめよう�」
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋体脂肪率測定

地区
川島
川島
鴨島
鴨島
山川
鴨島
川島
川島
鴨島
川島
美郷
美郷
川島
川島
鴨島
川島
川島
美郷
美郷
鴨島
鴨島

場 所
川島公民館近久分館
こだま会館
鴨島南部老人憩の家
飯尾敷地コミュニティセンター
山川公民館
多津美公会堂
川島公民館
川島老人福祉センター
森山地区公民館
三ツ島西公会堂
上谷集落センター
中枝老人憩の家
城山老人福祉センター
川島公民館山田分館
喜来老人憩の家
川島公民館敷地分館
鍛冶屋敷公会堂
三山老人憩の家
東山老人憩の家
牛島地区公民館
上浦老人憩の家

時 間
９：３０～１０：００（受付）
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
１０：００～１１：００
１０：００～１１：３０
１３：３０～１５：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：００（受付）
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００
１３：３０～１５：００

曜日
水
木

月

火
水
木

金

月

火

水

金

月

日
９
１０

１４

１５
１６
１７

１８

２１

２２

２３

２５

２８

２

月

内 容
健康相談＋理学療法士による相談
健康相談＋筋肉量率測定
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談＋運動教室
健康相談
健康相談＋健康講話「高脂血症が気になったら」
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋筋肉量率測定
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋筋肉量率測定
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋運動教室
健康相談＋ミニ講話「高齢者の食事について」
健康相談＋ミニ講話「高齢者の食事について」

地区
川島
川島
川島
川島
川島
川島
川島
川島
川島
川島
山川
鴨島
鴨島
川島
鴨島
川島
鴨島
川島
美郷
美郷

場 所
二ッ森集会所
川島公民館久保田分館
川島公民館東児島分館
川島公民館本町分館
城山老人福祉センター
川島公民館神後分館
立石公会堂
川島公民館近久分館
川島公民館学西分館
こだま会館
山川公民館
鴨島南老人憩の家
多津美公会堂
川島公民館
敷地老人憩の家
川島老人福祉センター
森山地区公民館
三ツ島西公会堂
東部集落センター
中枝老人憩の家

時 間
９：００～９：３０
９：３０～１０：３０
９：００～１０：００
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：００（受付）
９：００～９：３０（受付）
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：３０
１０：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

曜日
火
木
金

月

火

水
木
金

月

火

水
木

金

日
１
３
４

７

８

９
１０
１１

１４

１５

１６
１７

１８

３

月

（

）
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
税
は

口
座
振
替
で
納
税
を

市
税
を
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便

局
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

振
り
替
え
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
口
座
振
替
納
税
は
、
一
度

申
し
込
む
と
、
翌
年
度
以
降
も
継

続
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
納
税
は
、
「
外
出
の

手
間
が
省
け
て
便
利
、
現
金
を
持

ち
歩
か
な
く
て
よ
い
の
で
安
全
、

納
期
限
内
で
の
納
付
が
確
実
」
で

す
。
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
納
税
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○口座振替ができる市税

ひとつの税目から口座振替の申し込みができます。
また、税目ごとに納付方法を選択できます。

○
申
し
込
み
方
法

預
貯
金
通
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る
金

融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
、
口

座
振
替
申
込
書
に
よ
り
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。

申
込
書
は
市
税
収
納
の
取
り
扱

い
を
し
て
い
る
市
内
の
金
融
機
関

・
郵
便
局
、
市
役
所
税
務
課
・
各

支
所
地
域
課
の
窓
口
に
備
え
て
い

ま
す
。

○
預
貯
金
残
高
不
足
の
場
合

残
高
不
足
で
振
替
日
に
口
座
振

替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
再
振

替
は
行
い
ま
せ
ん
。
税
務
課
か
ら

別
途
納
付
書
を
送
り
ま
す
の
で
、

納
付
書
を
使
っ
て
金
融
機
関
や
郵

便
局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

○
全
期
前
納
報
奨
金
に
つ
い
て

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
お
よ

び
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
納
付

方
法
を
全
期
前
納
に
さ
れ
た
場
合
、

第
１
期
の
振
替
日
に
、
前
納
報
奨

金
を
差
し
引
い
た
金
額
で
振
り
替

え
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
健

康
保
険
税
は
報
奨
金
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
報
奨
金
額

が
５
０
０
円
未
満
の
場
合
も
交
付

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

�
�
２
２
１
５

平
成
１６
年
度
地
方
税

制
改
正
に
よ
る
主
な

改
正
点

個
人
住
民
税
関
係
の
改
正

個
人
住
民
税
均
等
割
の
納
税
義

務
を
負
う
夫
と
生
計
を
一
に
す
る

妻
で
、
夫
と
同
じ
市
町
村
内
に
住

所
を
有
す
る
方
に
対
す
る
非
課
税

措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
１７
年
度
は
２
分
の
１
を
軽
減

し
２
０
０
０
円
と
し
、
平
成
１８
年

度
か
ら
は
全
額
課
税
の
４
０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
見

直
し
が
さ
れ
配
偶
者
控
除
と
配
偶

者
特
別
控
除
（
上
乗
せ
分
）
の
２

重
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
一
般
の
長
期
譲
渡
所
得

現
行
税
率

２６
％

（
所
得
税
２０
％
住
民
税
６
％
）

改
正
税
率

２０
％

（
所
得
税
１５
％
住
民
税
５
％
）

た
だ
し
、
１
０
０
万
円
の
特
別

控
除
が
廃
止
さ
れ
、
ま
た
、
他
の

所
得
と
の
損
益
通
算
も
不
可
と
な

り
ま
し
た
。

○
短
期
譲
渡
所
得

現
行
税
率

５２
％

（
所
得
税
４０
％
住
民
税
１２
％
）

改
正
税
率

３９
％

（
所
得
税
３０
％
住
民
税
９
％
）

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
平
成
１６
年

１
月
１
日
以
後
に
行
う
土
地
、
建

物
等
の
譲
渡
に
つ
い
て
適
用
し
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

�
�
２
２
１
５

市
県
民
税
・
国
保
税
の

所
得
申
告
お
よ
び
保
険

証
の
検
認
に
つ
い
て

市
県
民
税
と
国
保
税
の
課
税
基

礎
と
な
る
平
成
１６
年
中
の
所
得
の

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

原
則
と
し
て
川
島
税
務
署
で
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
な
方

平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
、
吉

野
川
市
に
住
所
の
あ
る
方
は
所
得

申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
次

の
�
ま
た
は
�
に
該
当
す
る
方
は
、

原
則
と
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

�

税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
た
方

�

会
社
な
ど
か
ら
市
役
所
へ
給

与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収

票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
て
給

与
以
外
の
所
得
が
な
い
方

当
日
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

�

印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

納 付 方 法

全期前納（報奨金あり）

全期前納（報奨金あり）

全期前納（報奨金なし）

１ 期 だ け

各 納 期 別

各 納 期 別

各 納 期 別

税 目

市県民税（普通徴収）

固 定 資 産 税

国 民 健 康 保 険 税

軽 自 動 車 税

阿波銀行、四国銀行、徳島銀行、四国労働金庫、徳島信用金庫、
麻植郡農協、郵便局

普通預金、当座預金、納税準備貯金、郵便貯金（通常貯金）

振替を開始する納期月の前月２０日までに申し込みください。

期別納付は、各納期の末日です。
全期前納は、第１期の納期の末日です。

振替完了後、税務課からお送りします。

申し込み窓口

口座振替のでき
る預貯金の種類

申 込 期 限

振 替 日

口座振替済のお
知らせ

お
知
ら
せ
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平成１７年度申告相談日程表 受付時間は、午前９時３０分から午後４時までです。

�

所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類

（
収
入
や
必
要
経
費
の
わ

か
る
書
類
）

�

給
与
所
得
が
あ
る
方
や
年
金

を
受
給
中
の
方
は
、
源
泉
徴

収
票
（
平
成
１６
年
分
）

�

社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、

損
害
保
険
料
、
そ
の
他
各
種

控
除
の
対
象
と
な
る
も
の
の

証
明
書
（
平
成
１６
年
分
）

�

障
害
者
の
控
除
を
受
け
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の

障
害
の
程
度
を
証
明
で
き
る

も
の

国
保
保
険
証
の
検
認
（
国
保
に
加

入
し
て
い
る
方
だ
け
）

同
時
に
国
民
健
康
保
険
証
の
検

認
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
平

成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
所
得
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
と

検
認
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
日
程
等

下
段
「
平
成
１７
年

度
申
告
相
談
日
程
表
」
の
と
お
り

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

お
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

�
�
２
２
１
５

国民健康保険証の検認を上記申告と同時に行います。国保保険証をご持参ください。

地 域 区 分
鴨島全域
〃
〃
〃
〃

上浦地区
知恵島地区
西麻植・敷地地区

〃
牛島地区
〃

森山地区
飯尾・呉郷地区
鴨島全域
〃
〃
〃
〃

会 場
市役所２階 ２０１会議室

〃
〃
〃
〃

上浦老人憩の家
ＪＡ知恵島支所
西麻植会館

〃
牛島地区公民館

〃
市役所２階 ２０１会議室

〃
〃
〃
〃
〃
〃

曜日
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金

相談日
２月１６日
２月１７日
２月１８日
２月２１日
２月２２日
２月２３日
２月２４日
２月２５日
２月２８日
３月１日
３月２日
３月３日
３月４日
３月７日
３月８日
３月９日
３月１０日
３月１１日

鴨

島

町

地 域 区 分
児島地区
三ツ島・学地区
学地区
山田・川島地区
宮島・�村地区
�村地区
〃

川島全域

会 場
東児島老人憩の家（とんがりぼうし）

〃
〃

川島庁舎２階 大会議室
〃
〃
〃
〃

曜日
水
木
金
月
火
水
木
金

相談日
２月１６日
２月１７日
２月１８日
２月２１日
２月２２日
２月２３日
２月２４日
２月２５日

川

島

町

地 域 区 分
山瀬天神 忌部北・南 中央東・西 宮島南・北 日の出第１・第２
西久保（東・中・南・西） 諏訪 諏訪東・中部 ほたる川
北村 若宮 瀬詰八幡 三島 春日
原 貞田 衣笠 東市久保 瀬津 西市久保 舟戸東・西
皆瀬 桑内 榎谷 大内 楠根地 祇園 八坂南・北 青木 湯立（東・西・北） 旭
奥川田東・西 中筋 井上 久宗 南町 中町 北町 西山 川田天神
麦原東・西 住吉 川東（東・南・西・北） 恵下
宮地 季邦 翁喜台・東 西ノ原 旗見 迎坂 村雲 北島東・西
山川全域
〃

会 場
山瀬地区公民館

〃
〃

山川庁舎２階 ２０２会議室
〃
〃
〃
〃
〃
〃

曜日
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金

相談日
２月２８日
３月１日
３月２日
３月３日
３月４日
３月７日
３月８日
３月９日
３月１０日
３月１１日

山

川

町

地 域 区 分
東山地区
中村・中枝・種野地区

〃
〃

会 場
東山老人憩の家
美郷庁舎２階 大会議室

〃
〃

曜日
火
水
木
金

相談日
２月２２日
２月２３日
２月２４日
２月２５日

美

郷

地 域 区 分
吉野川市全域

〃
〃
〃

会 場
市役所３階 大会議室

〃
〃
〃

曜日
土
日
月
火

相談日
３月１２日
３月１３日
３月１４日
３月１５日

市
内
全
域

15
２００５年（平成１７年）２月９日第５号

広報よしのがわ



老
人
医
療

受
給
者
の
方
へ

老
人
医
療
制
度
は
、
加
入
保
険

（
健
康
保
険
）
が
基
礎
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
医
療
機
関

に
か
か
る
際
に
は
、
健
康
保
険
証

と
老
人
医
療
受
給
者
証
を
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

『
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
』

�

�
以
外
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

必
ず
市
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
支

所
地
域
課
で
保
険
証
の
変
更
届
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の

�
印
鑑

�
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
証

�
老
人
医
療
受
給
者
証
（
ピ
ン
ク

色
）

【
注
意
事
項
】

医
療
機
関
か
ら
の
診
療
報
酬
明

細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
に
記
載
さ
れ

て
い
る
健
康
保
険
証
の
記
号
・
番

号
と
、
市
役
所
に
届
け
て
い
る
記

号
・
番
号
と
に
く
い
ち
が
い
が
あ

る
と
、
確
認
作
業
が
遅
れ
る
こ
と

と
な
り
、
高
額
医
療
費
の
支
給
に

遅
滞
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課
老
人
医
療
係

�
�
２
２
１
３

平
成
１７
年
度「
建
設
工
事

等
」の
指
名
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
受
付

吉
野
川
市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
次
の
と
お
り
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
１７
年
度
か
ら
、
水
道
課
へ

の
提
出
は
必
要
な
く
な
り
ま
し
た
。

受
付
期
間

２
月
１
日
�
〜
３
月

２０
日
�
（
必
着
）

※
申
請
書
の
提
出
は
、
必
ず
受
付

期
間
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間

５
月
１
日
か
ら
１
年

間
（
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

も
同
様
と
な
り
ま
す
）

申
請
書

国
土
交
通
省
統
一
様
式

ま
た
は
徳
島
県
様
式
（
Ａ
４
フ
ァ

イ
ル
つ
づ
り
）

添
付
書
類

営
業
所
一
覧
表
、
工

事
施
工
金
額
調
書
、
工
事
経
歴
書
、

法
に
基
づ
く
建
設
業
の
許
可
を
受

け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
、

納
税
証
明
書
（
所
轄
の
税
務
署
が

発
行
し
た
も
の
な
ら
び
に
市
内
業

者
に
つ
い
て
は
、
法
人
お
よ
び
代

表
者
（
同
一
世
帯
員
を
含
む
）
が

す
べ
て
の
市
税
を
完
納
し
て
い
る

旨
の
市
長
の
証
明
書
）、労
働
保
険

料
納
付
済
証
明
書
、
建
設
業
退
職

金
共
済
組
合
加
入
・
履
行
証
明
書
、

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入

証
明
書
、
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法

人
の
場
合
）、身
分
証
明
書
（
個
人

業
者
の
場
合
）、委
任
状
（
年
間
委

任
の
場
合
）、営
業
所
の
写
真
お
よ

び
所
在
図
面
、
業
者
カ
ー
ド
、
経

営
事
項
審
査
の
結
果
を
証
明
す
る

書
面
、職
員
数
調
、工
事
種
類
別
完

成
工
事
高
内
訳
書
、
使
用
印
鑑
届

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

提
出
先

〒
７
７
９
―

３
３
９
５

吉
野
川
市
川
島
町
	
村
２
４
２
１

番
地
１

市
建
設
部
管
理
課
�


６
６
１
７

平
成
１７
年
度「
物
品
購
入

等
」の
指
名
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
受
付

吉
野
川
市
が
発
注
す
る
物
品
購

入
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
次
の
と
お
り
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

３
月
１
日
�
〜
３１
日

�
（
必
着
）

有
効
期
間

４
月
１
日
か
ら
２
年

間添
付
書
類

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
、
経
歴
書
、
法
人
登
記
簿

謄
本
（
写
し
可
）、貸
借
対
照
表
お

よ
び
損
益
計
算
書
、
納
税
証
明
書

（
国
・
県
税
）、印
鑑
証
明
書
（
写

し
可
）、使
用
印
鑑
届
、
特
約
店
・

代
理
店
証
明
書
、
許
可
書
・
認
可

証
写
し
、
委
任
状

※
郵
送
の
場
合
は
、
返
信
用
は
が

き
（
宛
名
記
載
済
み
）
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
、
貴
社
作
成
の

受
理
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

提
出
先

〒
７
７
６
―

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番

地
１

市
総
務
課

�
�
２
２
３
１

奨
学
金
貸
与
募
集

平
成
１７
年
度
の
奨
学
金
貸
与
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

貸
与
要
件

�
進
学
に
つ
き
経
済
的
負
担
が
困

難
で
あ
る
方

�
向
学
意
欲
が
お
う
盛
で
成
績
が

優
秀
な
方

�
市
内
に
２
カ
年
以
上
住
所
を
有

す
る
方
の
子
。
父
・
母
と
も
に
い

な
い
方
は
、
そ
の
方
が
市
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と
。

貸
与
月
額

○
高
等
学
校

県
立
高
等
学
校
の

全
日
制
課
程
の
授
業
料
に
相
当
す

る
金
額
（
１
０
０
０
円
未
満
端
数

切
り
捨
て
）

○
国
公
立
大
学

２
万
円

○
私
立
大
学

２
万
５
０
０
０
円

貸
与
金
の
償
還

学
校
卒
業
の
翌
年
か
ら
均
等
償
還

○
大
学

１５
年
以
内

○
そ
の
他
の
学
校

２０
年
以
内

※
貸
与
金
は
無
利
子
で
す
。

必
要
書
類

�
奨
学
金
貸
与
申
請
書

�
所
得
証
明
書

�
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
）

�
成
績
証
明
書


誓
約
書
な
ど

※
申
請
関
係
書
類
は
教
育
委
員
会

ま
た
は
各
支
所
地
域
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

３
月
８
日
�
〜
２２
日
�

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

�
�
４
１
１
４
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川
島
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
と
納
税
に
つ
い
て

平
成
１６
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
は
２
月
１６
日
�
か
ら

３
月
１５
日
�
ま
で
で
す
。

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、

３
月
３１
日
�
ま
で
で
す
。

平
成
１６
年
分
の
贈
与
税
の
申
告

と
納
税
は
、
３
月
１５
日
�
ま
で
で

す
。還

付
申
告
の
方
は
、
２
月
１５
日

�
以
前
で
も
申
告
書
を
税
務
署
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
等
）
は
税
務
署
で
は
相

談
お
よ
び
申
告
書
の
受
付
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
申
告
書
は
、
郵

便
ま
た
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
も

し
く
は
税
務
署
の
時
間
外
文
書
収

受
箱
に
投
函
す
る
こ
と
で
提
出
で

き
ま
す
。

○
申
告
書
自
分
で
書
い
て
お
早
め

に
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
・

収
支
内
訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
に

つ
い
て
、
ご
自
身
で
作
成
し
、
で

き
る
だ
け
郵
送
で
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引

き
」、「
収
支
内
訳
書
の
書
き
か

た
」
な
ど
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
ご
自

分
で
、
申
告
書
等
を
正
し
く
作
成

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
申

告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を

入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
カ

ラ
ー
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
す
れ
ば
そ

の
ま
ま
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

平
成
１６
年
か
ら
、
国
税
の
電
子

申
告
・
納
税
等
が
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
宅
や
事
務
所
等
に
居
な
が
ら

に
し
て
、
申
告
や
納
税
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
手
続

き
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http

://w
w
w
.nta.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

川
島
税
務
署

�
�
２
２
１
１

※国民年金保険料は社会保険料控
除の対象になります！
平成１６年中（平成１６年１月～平

成１６年１２月）に納めた国民年金保
険料は、全額社会保険料控除の対
象となり、所得税や住民税の課税
対象の所得から差し引かれます。
さかのぼって納めた保険料や家族
のために支払った保険料も控除の
対象となります。
納付額の証明については徳島北

社会保険事務所から２月中旬に被
保険者あて送付される予定です。
※口座振替早収割引制度について
（お知らせ）
口座振替で納付する場合、早期

に納付（当月分を当月末に）する
ことにより保険料が割引（月額４０
円）されます。
平成１７年４月分から希望される

場合は、３月２０日�までに振替希
望金融機関または、徳島北社会保
険事務所に申し込みをしてくださ
い。

※現在、月々での口座振替をさ
れている方は新たに申し込みが必
要となります。すでに６カ月・１
年前前納をされている方は新たな
申し込みは必要ありません。自動
的に振り替えられます。

� � � � � � � � � �

※徳島北社会保険事務所の年金相
談業務について（お知らせ）

� � � � �

毎週月曜日の年金相談の受付時
間を午後７時までに延長します。
・月曜日が休日等の場合は、翌日
になります。

・２月２８日�は平常どおり、午後
５時までの受付です。

� �

休日年金相談を実施します。
・２月１９日	、２月２０日�、３月
１２日	、３月１３日�
・受付時間／

午前９時３０分～午後４時
＊年金相談には年金手帳・年金証
書などをご持参ください。

※特別障害給付金制度について
国民年金制度の発展過程におい

て生じた特別な事情により、障害
基礎年金等を受給していない障害
者の方を対象として、特別障害給
付金制度が創設されました。
〈対象者〉
・昭和６１年３月３１日以前の国民年
金任意加入対象者であった被
用者（厚生年金・共済組合等
の加入者）の配偶者

・平成３年３月３１日以前の国民年
金任意加入対象者であった学
生であって、かつ国民年金に
任意加入していなかった期間
に初診日があり、現在障害年
金１・２級相当の障害に該当
する方

〈請求先〉
・平成１７年４月１日から住所地の
市区町村で受付を開始します。
＊給付金の支給は、請求のあっ
た月の翌月分から支給されま
す。
お問い合わせ
徳島北社会保険事務所

�０８８（６５２）２８００
市国保年金課国民年金係

�
２２１３

国民年金
だより

野焼きはやめましょう。簡易焼却炉、ドラム缶等でのごみの焼却はできません。
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野
焼
き
の
禁
止
に
つ

い
て（
お
願
い
）

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
ご
み
を
燃
や

さ
な
い
で
！

吉
野
川
市
が
発
足
し
て
４
カ
月

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
野
焼
き
に

関
す
る
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

家
庭
な
ど
の
ご
み
を
屋
外
で
焼

き
捨
て
る
「
野
焼
き
」
は
、
一
部

の
例
外
を
除
い
て
全
面
禁
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。

健
康
で
安
全
な
生
活
、
良
好
な

環
境
を
保
全
さ
れ
る
よ
う
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
環
境
衛
生
課

�
�
２
２
３
０

学
校
給
食
用
の
米
の

購
入
に
つ
い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

場
産
の
食
材
を
で
き
る
だ
け
購
入

し
て
、
調
理
を
し
て
い
ま
す
。
平

成
１７
年
度
は
、
学
校
給
食
に
利
用

す
る
吉
野
川
市
産
の
米
の
購
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
米
の
年
間
消
費

量
は
、
約
３０
ト
ン
で
す
。
こ
の
米

を
次
に
該
当
す
る
業
者
か
ら
、
年

３
回
（
学
期
ご
と
）
に
分
け
て
、

見
積
も
り
に
よ
り
購
入
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
業
者
は
、
２
月
２８
日

�
ま
で
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件

�
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
こ
と
。

�
吉
野
川
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
指

示
す
る
場
所
、
期
日
に
納
入
で
き

る
こ
と
。

�
納
税
義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

�
�
３
２
３
２

「
青
少
年
問
題
を
考
え
る

会
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と
き

３
月
６
日
�

午
後
２
時

と
こ
ろ

市
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

私
た
ち
は
今
、
何
を
す
べ
き
な

の
か
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
そ
の
た
め
に
親
や
教
師
が
気
を

付
け
た
い
こ
と
】

�
あ
ま
り
か
け
離
れ
た
課
題
を
子

ど
も
に
与
え
な
い
�
ヒ
ン
ト
や
助

力
は
、
子
ど
も
の
課
題
挑
戦
が
も

う
一
歩
の
と
こ
ろ
で
立
ち
止
ま
っ

て
困
っ
て
い
る
と
き
に
�
子
ど
も

の
「
や
っ
た
ー
！
」
の
歓
声
に
は
、

や
り
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
・
条

件
設
定＝

指
導
内
容
の
検
討
、
方

法
・
教
材
の
適
否
、
実
態
の
把
握
、

学
級
の
雰
囲
気
（
よ
い
人
間
関
係

づ
く
り
）
を
	
「
で
き
る
・
で
き

な
い
」
こ
と
よ
り
、
自
分
の
力
を

精
い
っ
ぱ
い
出
す
こ
と
を
一
番
の

価
値
に
。

多
忙
な
中
で
、
ふ
と
忘
れ
が
ち

に
な
る
教
訓
で
す
。
今
一
度
、
心

に
、
日
々
の
私
た
ち
の
生
活
に
問

い
か
け
て
み
た
い
も
の
で
す
。

生
き
る
力
の
育
成
は
、
子
ど

も
に
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と

か
ら
！

地
域
ぐ
る
み
で
虐
待
防
止

子
ど
も
の
命
と
尊
厳
を
守
ろ
う
！

【
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
５
カ
条
】

�
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡
�
「
し
つ
け
の
つ
も
り

…
。」は
言
い
訳
。
子
ど
も
の
立
場

で
判
断
�
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な

い
	
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

場
。
子
ど
も
の
命
が
最
優
先


虐

待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り

う
る
。
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

【
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
共
通
点
】

●
性
的
な
虐
待
の
場
合
！

�
頭
痛
、
背
中
の
痛
み
、
胃
痛
な

ど
身
体
上
の
問
題
を
た
び
た
び
訴

え
る
�
特
定
の
顔
見
知
り
の
大
人

ま
た
は
場
所
を
突
然
避
け
る
�
た

び
た
び
家
出
を
繰
り
返
す
―
な
ど
。

●
身
体
的
な
虐
待
の
場
合
！

�
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
。
学
校

や
幼
稚
園
・
保
育
所
に
ず
っ
と
い

た
が
る
�
異
常
に
恥
ず
か
し
が
る
。

大
人
（
親
）
と
の
身
体
的
接
触
を

避
け
る
�
極
端
な
行
動
（
ひ
き
こ

も
り
、
攻
撃
的
行
動
、
い
じ
め
な

ど
）
を
す
る
―
な
ど
。

●
養
育
放
棄
や
怠
慢
の
場
合
！

�
食
べ
物
ご
い
や
盗
み
�
学
校
で

の
居
眠
り
・
無
気
力
�
だ
ら
し
な

い
、
無
関
心
な
身
な
り
	
破
壊
行

為
―
な
ど
。

虐
待
は
、
子
ど
も
の
命
と
心
身

の
健
全
な
成
長
、
人
間
と
し
て
の

尊
厳
を
奪
う
も
の
で
す
。
よ
り
多

く
の
人
の
目
や
耳
で
見
聞
き
し
、

疑
い
を
感
じ
た
ら
関
係
機
関
へ
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
や
青
少
年
を
守
り
育
て

る
た
め
の
情
報
や
悩
み
は
、
本
セ

ン
タ
ー
へ
」

連
絡
先
・
お
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

�
�
６
６
２
０

�
６
６
２
１

《子どもは地域の宝 教
育は人づくり・国づく
り》

巡
回
職
業
相
談

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、職
業
に
つ
い
て
の
知
識

や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
山
川
】

と
き

２
月
１４
日
�
・
２１
日
�
・

２８
日
�
、
３
月
７
日
�
・
１４
日
�

・
２８
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

３
月
９
日
�

午
後
１
時

３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

お
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鴨
島�

�
２
１
６
６

FAX

司法書士による
法律相談会

相談は無料で、秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談ください。 とき ２月２６日 午前１０時～午後３
時 ところ 徳島県郷土文化会館６階小ホール お問い合わせ 徳島県司法書士会 �０８８（６２２）１８６５

相
談

青
少
年
育
成
補
導
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●
応
募
規
定

美
郷
の
梅
の
花
を

題
材
と
し
、
平
成
１７
年
に
撮
影
し

た
作
品
で
未
発
表
の
も
の
／
応
募

点
数
は
１
人
１
点
／
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
ト
四
つ
切
サ
イ
ズ
ま
た
は
ワ
イ

ド
四
つ
切
サ
イ
ズ
（
組
み
写
真
は

不
可
）
／
題
名
、
撮
影
場
所
、
撮

影
年
月
日
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業

を
明
記
し
た
用
紙
を
作
品
の
裏
側

に
張
り
付
け
、
郵
送
ま
た
は
美
郷

物
産
館
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
／

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
の
注
意

▼
画
像
処
理
を

施
し
た
作
品
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
入
賞
者
に
は
入
賞
作
品
の
ネ
ガ

ま
た
は
ポ
ジ
の
原
板
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
作
品
は
、
デ

ー
タ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
メ
デ

ィ
ア
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
作
品
の
被
写
体
の
肖
像
権

等
に
関
し
て
、
万
一
問
題
が
発
生

し
た
場
合
、
主
催
者
は
一
切
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。
▼
入
賞
作
品
の

版
権
、
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
。
▼
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募

者
は
、
応
募
要
項
の
事
項
を
す
べ

て
了
承
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

●
応
募
締
切

３
月
１５
日
�
【
当

日
消
印
有
効
】

●
審
査

主
催
者
が
委
嘱
し
た
審

査
員
が
審
査
し
ま
す
。

●
賞
区
分

☆
金
賞

１
点
…
賞
金
１
万
５
０

０
０
円
・
賞
状
・
美
郷
の
特
産
品

☆
銀
賞

１
点
…
賞
金
１
万
円
・

賞
状
・
美
郷
の
特
産
品

☆
銅
賞

１
点
…
賞
金
５
０
０
０

円
・
賞
状
・
美
郷
の
特
産
品

●
発
表

３
月
下
旬
に
入
賞
者
へ

の
直
接
通
知
を
も
っ
て
発
表
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
展
示

４
月
上
旬
か
ら
、
吉
野

川
市
美
郷
ほ
た
る
館
、
ヘ
ル
ス
ラ

ン
ド
美
郷
、
美
郷
物
産
館
で
作
品

の
展
示
を
行
い
ま
す
。

応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
７
７
９
―

３
５
０
４

吉
野
川
市
美
郷
字
峠
４
６
３
―

３

美
郷
物
産
館
内
『
第
１４
回
美
郷

梅
の
花
ま
つ
り
』
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
係

�
�
７
８
８
８

回１４第

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計 ４７，２１１人 （＋１７） ３７１人（＋２６）

男 ２２，４７４人 （＋９） ６５人（±０）

女 ２４，７３７人 （＋８） ３０６人（＋２６）

世帯数 １６，７２９世帯（＋２１） ３２６世帯（＋２４）

※６５歳以上人口

計１２，４３６人 男５，０３７人 女７，３９９人

平成１７年１月１日現在

●平日／１７時～２３時 ●休日／８時～２３時
※２３時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ２チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●お問い合わせ／市健康推進課��６６１５

休日・夜間在宅当番医表

�・�月

火 災

１件

１５件

救急出動

１４９件

１４６３件

１１
月

累
計

１１
月

累
計

３月
２５
２６
１１
２８
１０
２９
３０
３１

１２

２月
９
１０
�
１２
�
１４
１５
１６
１７
１８
１９
�
２１
２２
２３
２４

電話番号
２４－７５５５
２４－２４１３
４２－３１１３
２４－２５６６
２４－３０７０
２４－２３８８
２４－１７０３
２４－２５３１
２４－７３７７
２４－２７２０
２４－２９５７
２４－５１２２
２４－７１７７
２５－２０１６
４２－２１１０
２５－２８０２

医 院 名
糸田川クリニック
梶本胃腸科内科
工 藤 内 科 医 院
和田耳鼻咽喉科
井 内 内 科
石 原 小 児 科
大 久 保 診 療 所
糸 田 川 眼 科
古 本 胃 腸 科
後 藤 田 外 科
美 摩 病 院
高橋皮膚科クリニック
渡 辺 医 院
四 宮 医 院
松 永 医 院
杉 山 医 院

３月

１
２
３
４
５
�
７
８
９
�
１４
１５

２月
２５
２６
�
２８

電話番号
２５－２００６
２４－６４１３
２５－３０６０
４２－２３５３
２４－３３００
２４－５８８０
２４－３４１３
２４－４８８０
２５－３１３３
２２－０３３３
２４－６５６５
４２－３１２３
２４－３０５８
４２－６７５５
２４－８８８４
２４－２５３６

医 院 名
矢 田 医 院
木村内科胃腸科
島 野 外 科 内 科
谷 医 院
筒井クリニック
鈴木内科（敷地）
鈴木内科（駅東）
阿 部 整 形 外 科
岸 整 形 外 科
杏 和 医 院
鴨 島 病 院
富 本 医 院
大 内 整 形 外 科
中西内科クリニック
リバーサイドクリニック岡田
石原内科循環器科

３月
１６
１７
１８
１９
�
�
２２
２３
２４
�

【小児救急医療体制】日曜日の９時～１８時、
小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院�２４－２１０１
●阿波病院（第１・３・５週だけ）�３６－５１５１

２月電話番号
２４－２４８８
２６－００２０
４２－７５３３
２２－３０１０
２２－１８００
２４－８０７０
４２－５５２０
２５－３５６６
２６－０３１０
２２－１２３０

医 院 名
グリーン耳鼻咽喉科
麻名内科外科クリニック
山下耳鼻咽喉科クリニック
森 住 内 科 医 院
タ ナ カ 医 院
鴨島耳鼻咽喉科
さ く ら 診 療 所
岡田医院（川島）
かなめ小児科内科クリニック
いぬい産科婦人科クリニック

〈 人 権 相 談 〉
川島庁舎会議室
美郷公民館

〈 行 政 相 談 〉
山川庁舎会議室
美郷公民館
川島公民館
市役所１階相談室
山川庁舎会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
市役所１階相談室
市役所１階相談室

１３：００～１６：００
１３：００～１６：００

１０：００～１５：００
１３：００～１６：００
１３：００～１６：００
９：００～１２：００
１０：００～１５：００

１０：００～１２：００
１０：００～１２：００

３月８日�
３月１７日�

２月１５日�
２月１７日�
３月１日�
３月１０日�
３月１５日�

２月１８日�
３月１８日�

美郷梅の花まつり
写真コンテスト
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石けん・シャンプー付き�

サウナ・石けん・シャンプー付き�

●営業時間／10：00～18：00�
●休日／年中無休�
●入浴料／大人400円・小人300円�
●運営／（財）都市山村交流協会�

●営業時間／10：00～22：00�
●休日／第3火曜日※定休日が祝日の
　場合は営業�
●入浴料／大人500円・小人250円�
●運営／㈱ふいご温泉�

Ｐ�33台�

〒779-3406�
吉野川市山川町久宗31-1�
�0883-42-4700

大阪市と共同で造った勤労者
の為のコミュニティー施設で
す。温泉、研修室から、食堂・喫
茶室、戸外にはテニスコートや
キャンプ場も完備しています。�

吉野川の平野が一望でき、遥
か徳島・鳴門方面まで望める
風光明媚な温泉です。JR阿
波川島駅から車で5分�

外観に長円形の斬新なデザ
インを採用し、近くを流れる
川田川を入浴しながら望める
ように、岩ぶろとタイルぶろ
の二つの浴室を配置し、サウ
ナや打たせ湯なども設けて
います。�

〒779-3406　吉野川市山川町大内96-1�
�0883-42-5506

Ｐ�50台�

〒779-3505�
吉野川市美郷字奥丸75�
�0883-43-2626

美郷の山間に設けられた「美
郷温泉」は、かつての鉱山跡
地より豊富に湧き出る鉱泉を
利用した温泉保養施設で、男
女大浴場、休憩室、大広間、食
堂、なども完備。豊かな木々
の緑、四季の美しい眺めを楽
しみながら、心も体もリフレッ
シュできます。�

Ｐ�50台�石けん・シャンプー付き�

●営業時間／10：00～20：00�
●休日／毎週火曜日、12/30～1/1�
　※定休日が祝日の場合は営業�
●入浴料／大人500円・小人250円�
●運営／（財）ヘルスランド美郷協会�

〒779-3303　吉野川市川島町�村607-3�
�0883-25-2644

●営業時間／10：00～21：00�
●休日／毎週月曜日、12/31、1/1�
　※定休日が祝日の場合は営業し、翌日が休み�
●入浴料／大人500円・小人300円、�
　回数券15枚つづり5,000円�
●運営／（財）川島城協会�

サウナ・石けん付き�

四国山地が一望できる露天風
呂が好評です。泉質はナトリウ
ム－マグネシウム・塩化物温泉
で神経痛、慢性消化器病など
19の適応症があり大変良質
な温泉として高い評価をいた
だき、多数の方のご利用をい
ただいています。�

〒776-0033�
吉野川市鴨島町飯尾415-1�
�0883-22-1926

サウナ・石けん・シャンプー付き�

●営業時間／10：30～21：00�
●休日／毎週水曜日、12/31、1/1�
●入浴料／大人450円（70歳以上300
　円：年齢証明書必要）・小人300円、回数
　券12枚つづり4,500円�
●運営／吉野川市�Ｐ�60台�

疲
れ
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